
JP 2009-45101 A 2009.3.5

10

(57)【要約】
【課題】ライトガイドファイバの入射端面とそれに対向
して配置されたガラスロッドとの間の距離を、調整作業
を何度もやり直すことなく正確に微調整することができ
る内視鏡の照明光入射部を提供すること。
【解決手段】ガラスロッド支持管１６の外周面に雄ネジ
を形成すると共に連結部材１７に雌ネジを形成して、ガ
ラスロッド支持管１６と連結部材１７とを螺合連結し、
ガラスロッド支持管１６の雄ネジに螺合させて連結部材
１７の端面にきつく当接させることによりガラスロッド
支持管１６と連結部材１７との螺合状態を固定する固定
ナット２０を設け、ガラスロッド支持管１６と連結部材
１７とを任意の螺合位置関係で固定することができるよ
うにした。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明用のライトガイドファイバの入射端面に対向して配置されたガラスロッドに金属製
のガラスロッド支持管が被嵌固定され、上記ライトガイドファイバの入射端部が連結され
た連結部材と上記ガラスロッド支持管とが一体的に連結されて、光源装置に接続される接
続筒内に配置された内視鏡の照明光入射部において、
　上記ガラスロッド支持管の外周面に雄ネジを形成すると共に上記連結部材に雌ネジを形
成して、上記ガラスロッド支持管と上記連結部材とを螺合連結し、上記ガラスロッド支持
管の雄ネジに螺合させて上記連結部材の端面にきつく当接させることにより上記ガラスロ
ッド支持管と上記連結部材との螺合状態を固定する固定ナットを設け、上記ガラスロッド
支持管と上記連結部材とを任意の螺合位置関係で固定することができるようにしたことを
特徴とする内視鏡の照明光入射部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の照明光入射部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡には一般に、照明光を伝達するためのライトガイドファイバが内蔵されていて、
外部の光源装置に設けられたライトガイド受けにライトガイドファイバの入射端口金を接
続することにより、光源から放射された光線束がライトガイドファイバに入射するように
なっている。
【０００３】
　しかし、光源から放射された光線束をライトガイドファイバに直接入射させるとライト
ガイドファイバの入射端部を固めている接着剤が焼けてしまうケースや、光源からの光を
ライトガイドファイバに直接入射させたのでは照明光として光学的に所望の特性が得られ
ないようなケースでは、光源から放射された光線束を、ガラスロッドに一旦通してライト
ガイドファイバに入射させるようにしている。
【０００４】
　そのような内視鏡の照明光入射部は、一般に、ライトガイドファイバの入射端面に対向
して配置されたガラスロッドに金属製のガラスロッド支持管が被嵌固定され、ライトガイ
ドファイバの入射端部が連結された連結部材とガラスロッド支持管とが一体的に連結され
て、光源装置に接続される接続筒内に配置されている（例えば、特許文献１、２）。
【特許文献１】実開昭５９－５５７１９
【特許文献２】特開２００６－３４３０３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　内視鏡挿入部の先端に超音波プローブが取り付けられた超音波内視鏡においては、超音
波プローブの温度上昇を一定以下に抑制する必要があり、一般の内視鏡においても、先端
部本体の温度上昇を一定以下に抑制する必要がある。
【０００６】
　したがって、ライトガイドファイバから放射される照明光量が所定レベル以下になるよ
うにライトガイドファイバを組み付けておくことが望ましいが、ライトガイドファイバの
照明光透過特性等は個々にバラツキがある。
【０００７】
　そこで、ライトガイドファイバの入射端面とそれに対向して配置されたガラスロッドと
の間の距離を微調整しておくことにより、ライトガイドファイバの特性のバラツキがあっ
ても、ライトガイドから放射される照明光量を一定に抑制することができる。
【０００８】
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　しかし、従来の内視鏡の照明光入射部においてそのようなライトガイドファイバの入射
端面とガラスロッドとの間の距離の微調整を行おうとすると、ライトガイドファイバをガ
ラスロッド支持管等に対して固定しているビスを緩め、指先で摘んだライトガイドファイ
バを軸線方向に適宜移動させてから再びビスを締め付けるという作業になる。
【０００９】
　そのため、ライトガイドファイバの移動量を正確に微調整するのは難しく、調整作業に
時間がかかるだけでなく、調整作業が繰り返されると、ドライバーの先が係合するビス頭
部のスリ割りが破損して調整作業を行えなくなってしまう場合もある。
【００１０】
　本発明は、ライトガイドファイバの入射端面とそれに対向して配置されたガラスロッド
との間の距離を、調整作業を何度もやり直すことなく正確に微調整することができる内視
鏡の照明光入射部を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の照明光入射部は、照明用のライトガイド
ファイバの入射端面に対向して配置されたガラスロッドに金属製のガラスロッド支持管が
被嵌固定され、上記ライトガイドファイバの入射端部が連結された連結部材と上記ガラス
ロッド支持管とが一体的に連結されて、光源装置に接続される接続筒内に配置された内視
鏡の照明光入射部において、ガラスロッド支持管の外周面に雄ネジを形成すると共に連結
部材に雌ネジを形成して、ガラスロッド支持管と連結部材とを螺合連結し、ガラスロッド
支持管の雄ネジに螺合させて連結部材の端面にきつく当接させることによりガラスロッド
支持管と連結部材との螺合状態を固定する固定ナットを設け、ガラスロッド支持管と連結
部材とを任意の螺合位置関係で固定することができるようにしたものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ライトガイドファイバの入射端部が連結された連結部材とガラスロッ
ド支持管とを螺合連結し、ガラスロッド支持管の雄ネジに螺合させて連結部材の端面にき
つく当接させることによりガラスロッド支持管と連結部材との螺合状態を固定する固定ナ
ットを設けたことにより、ガラスロッド支持管と連結部材とを任意の螺合位置関係で固定
することができ、その結果、ライトガイドファイバの入射端面とそれに対向して配置され
たガラスロッドとの間の距離を、調整作業を何度もやり直すことなく正確に微調整するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　照明用のライトガイドファイバの入射端面に対向して配置されたガラスロッドに金属製
のガラスロッド支持管が被嵌固定され、上記ライトガイドファイバの入射端部が連結され
た連結部材と上記ガラスロッド支持管とが一体的に連結されて、光源装置に接続される接
続筒内に配置された内視鏡の照明光入射部において、ガラスロッド支持管の外周面に雄ネ
ジを形成すると共に連結部材に雌ネジを形成して、ガラスロッド支持管と連結部材とを螺
合連結し、ガラスロッド支持管の雄ネジに螺合させて連結部材の端面にきつく当接させる
ことによりガラスロッド支持管と連結部材との螺合状態を固定する固定ナットを設け、ガ
ラスロッド支持管と連結部材とを任意の螺合位置関係で固定することができるようにする
。
【実施例】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は内視鏡の全体構成を示しており、可撓性の挿入部１の基端に操作部２が連結され
ている。操作部２から後方に延出する可撓性連結管３の端部に設けられたコネクタ部４は
、図示されていない光源装置（兼ビデオプロセッサ）に接続される。４ａはコネクタ部４
のハウジングである。
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【００１５】
　５は、照明光を伝達するためのライトガイドファイババンドルであり、その射出端部５
ａは挿入部１の先端に配置され、そこから、挿入部１、操作部２及び可撓性連結管３内を
通って、入射端部５ｂは、光源装置に差し込み接続するためにコネクタ部４に突設された
接続筒７の基部側半部内に配置されている。接続筒７の先側半部内には、例えば石英ガラ
ス等からなるガラスロッド８が配置されている。
【００１６】
　図１は、そのような接続筒７内の状態を示しており、光源ランプから入射する照明光束
の向きを整えるための入射レンズ１１が取り付けられた先端キャップ１２が接続筒７の先
端に取り付けられている。先端キャップ１２は、螺合部１３において接続筒７と螺合連結
され、且つ固定ビス１４で接続筒７に固定されている。
【００１７】
　ライトガイドファイババンドル５の入射端面５ｃに対向してライトガイドファイババン
ドル５の入射端部５ｂと同軸線上に配置されたガラスロッド８には、金属製のガラスロッ
ド支持管１６が被嵌固定されていて、ライトガイドファイババンドル５の入射端部５ｂが
連結された略円筒形状の連結部材１７とガラスロッド支持管１６とが螺合連結されている
。１８は、ライトガイドファイババンドル５の入射端部５ｂを連結部材１７に固定する固
定ビスである。
【００１８】
　ガラスロッド支持管１６と連結部材１７とは一体となって接続筒７内に後方ら緩く挿入
された状態になっていて、固定ビス２１でガラスロッド支持管１６を側方から押圧するこ
とにより接続筒７に固定されている。
【００１９】
　ガラスロッド支持管１６の外周面には雄ねじが形成され、その雄ねじと螺合する雌ねじ
が連結部材１７の先端（図において下端）側に形成されて、その螺合部１９においてガラ
スロッド支持管１６と連結部材１７とが螺合連結されている。
【００２０】
　さらに、ガラスロッド支持管１６の外周の雄ねじ部には固定ナット２０が螺合していて
、この固定ナット２０を連結部材１７の先端面にきつく当接させることにより、いわゆる
ダブルナットと同様の効果によって、ガラスロッド支持管１６と連結部材１７とが一体的
に強固に螺合連結された状態になっている。
【００２１】
　このように構成された実施例のコネクタ部４を組み立てる工程においては、図３に示さ
れるように、コネクタ部４からハウジング４ａを退避させて、ガラスロッド８とライトガ
イドファイババンドル５とが取り付けられた連結された状態のガラスロッド支持管１６と
連結部材１７を接続筒７から後方に抜き出す。
【００２２】
　図４は、そのようにして接続筒７内から抜き出された部分を示しており、固定ナット２
０の締め付けを緩めることにより、ライトガイドファイバ５の入射端面５ｃとガラスロッ
ド８との間の距離を微調整することができる。
【００２３】
　この調整作業は、ガラスロッド支持管１６と連結部材１７とを相対的に軸線周りに回転
させることにより、その螺合ピッチに対応する距離だけガラスロッド支持管１６と連結部
材１７との軸線方向の位置関係が移動するものなので、微細な調整を非常に正確かつ容易
に行うことができる。
【００２４】
　そして、適正に調整されたことが治具を用いた光量測定等で確認されたら、固定ナット
２０を連結部材１７の先端面にきつく当接させることにより、ガラスロッド支持管１６と
連結部材１７とを任意の螺合位置関係で一体的に固定することができる。図５は、調整が
完了して、各部材が接続筒７内に組み込まれた状態を示している。
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【００２５】
　このようにして、本発明の内視鏡の照明光入射部においては、ライトガイドファイババ
ンドル５の入射端面５ｃとガラスロッド８との間の距離を調整作業を何度もやり直すこと
なく正確に微調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の照明光入射部の調整前の状態を示す側面断面図である
。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す外観図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の照明光入射部が調整される際の内視鏡の外観図である
。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の照明光入射部において調整が行われる状態の側面断面
図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡の照明光入射部の調整が済んだ状態を示す側面断面図で
ある。
【符号の説明】
【００２７】
　４　コネクタ部
　５　ライトガイドファイババンドル
　５ｂ　入射端部
　５ｃ　入射端面
　７　接続筒
　８　ガラスロッド
　１６　ガラスロッド支持管
　１７　連結部材
　１９　螺合部
　２０　固定ナット
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